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要　　旨

本邦における心疾患死亡率は2010年死因別死亡率の中で2番目に多く，その中で最も多いの

は虚血性心疾患である．虚血性心疾患と体重過多，脂質摂取量と体重増加についてはそれぞれ

関連が明らかにされているが，脂質摂取量と虚血性心疾患を直接結びつける研究は日本におい

て十分に行われていない．そこで，日本人の脂質摂取畳，及び虚血性心疾患のリスク要因と考え

られる脂肪酸等を多く含む食品群の脂曹寄与率の経年変化を観察し，それぞれ虚血性心疾患死

亡率の推移との関連性を記述疫学的に検討することとした．1960年～2008年の政府統計によ

る虚血性心疾患年齢調整死亡率の年次推移，及び1946年～2008年の厚生労働省国民栄華調査

（2003年より国民健康・栄養調査）結果より，脂質摂取量及び食品群別脂質摂取寄与率の年次
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推移を観察した.その結果,1960年から1970年にかけて脂質摂取量の増加に伴い虚血性心疾患

が増加したものの,以降は脂質摂取量が増加の後ほぼ横ばいとなる一方,虚血性心疾患は減少

し続けた.したがって,脂質摂取量の推移によって虚血性心疾患の減少を説明することはでき

なかった. ･方,油脂類の脂質摂取に対する寄与率減少に伴って虚血性心疾患も減少しており,

油脂類と虚血性心疾患は関連性があることが示唆された 油脂類はトランス脂肪酸摂取に大き

く寄与している可能性があり,油脂類の摂取量と虚血性心疾患の直接的な因果関係をコホ-卜

研究などで検証する必要がある.

キ-ワ-ド:虚血性心疾患,脂質摂取量,油脂類,トランス脂肪酸,記述疫学

緒 口

本邦における心疾患死亡率は2010年死因別死

亡率の中で2番目に多い 15.8%を占めており,そ

の中で最も多いのは虚血性心疾患である1).虚血

性心疾患は体重過多との関係が示唆されており2),

脂質摂取量と体重増加に正の 相 関 があることが多

くの研究で報告 されている 3)- 5).耶 0による

載菖書によれば,虚血性心疾患の確実なリスク要

因として飽和脂肪酸,トランス脂肪酸,コレステ

ロールの過剰摂取が挙げられているが,総脂質摂

取量については結論が出 されていない 2).また,

これまでのところ日本人を対象とした脂質摂取量

と虚血性心疾患との直接的な関係について十分な

検討は行われていない.

そこで,本研究は日本人の脂質摂取量と虚血性

心疾患死亡率の年次推移を記述 し,両者の関連性

を検討することを目的とした.さらに,脂肪酸等

を多く含む食品群の脂質摂取量に対する寄与率の

推移と虚血性心疾患死亡率との関連性についても

検討 した.

方 法

本研究は記述疫学研究のデザインを用いた.男

女別虚血性心疾患年齢調整死亡率の推移に関する

資料として,政府統計の都道府県別年齢調整死亡

翠 (入日10万対),虚血性心疾患 ･男女 ･年次別

(1960年-2008年,5年毎)6)を用いた.1946年

から2008年における一入 1日当たりエネルギー

摂取量及び脂質摂取量の資料として厚生労働省の

国民健康 ･栄養調査結果 7欄 を用いた.一人 1日

当たり脂質エネルギー比率は,一人 1日当たり脂

質摂取量 (平均値,g)×9/一人 1日当たりエネル
ギー摂取量 (平均値,kca豆)×100(%)として算

出し,これらの年次推移を観察 した.また,性 ･

年齢階級別の脂質摂取量の推移を検討するため,

同資料の性 ･年齢階級別一入1日当たり脂質摂取

量を利用 した 7)8).なお,1989年以前の性 ･年齢

階級別一人 1日当たり脂質摂取量は公表されてい

ないため,1989年から2008年における年次推移

を観察 した.ただし,1989年から1994年は世帯

ごとの調査であったため同質のデータは利用でき

ず,代わEH二 ･人lL描;.性 ･牛齢I鞘城別し/二)デーlJ

(20歳以上)を用いた.

食品群別脂質摂取寄与率の推移については,

1975年から2008年における食品群別脂質摂取量

(全図平均Hg)/脂質摂取総量平均値 (g)×100

(%)によって算出された値の年次推移を観察 し

た.食品群の中からn-3in-6多価不飽和脂肪

酸や飽和脂肪酸,コレステロール等を多く含む肉

類,油脂類,魚介類,乳類,卵類,及び調味料類を

抜粋 した.なお,国民健康 ･栄養調査資料におけ

る食品群分類は2002年の国民健康 ･栄養調査食

品群別表に則っている.脂質摂取量計算に利用し

た成分表は 1975年から1987年は 食 品業開け荷重平

均成分表 (1982年に変更あり),1988年から2000

年までは四訂日本食品標準成分表 (以下,四訂成

分表),2001年から2008年までは瓦訂日本食品標

準成分表 (以下,五訂成分表)であった.

結 果

図 1に 1960年から2008年の男女別虚血性心疾
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図 1 虚血性心疾患年齢調整死亡率の年次推移

※ICD110適用に伴う死亡診断書様式の改正
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図2 -人 1日当たり脂質摂取乳 脂貿エネルギ-

比率,及びエネルギ-摂取量の推移

患年齢調整死亡率の年次推移を示す.1970年まで

は上昇したが,1970年以降 1990年まで減少した.

1995年にはICD-10の適用に伴う死亡診断書様

式の改正により虚血性心疾患が増えたが,それ以

降は再び減少した.図2に1銅6年から2008年の

一人 1日当たりエネルギ-摂取量,脂質摂取量,

及び脂質エネルギー比率の年次推移を示す.脂質

摂取量及び脂質エネルギー比率は1995年までMEl

昇したが,脂質摂取量はそれ以降 2007年まで漸

減し,脂質エネルギ-比率は横ばいとなった.虚

血性心疾患年齢調整死亡率と一入1日当たり脂質

摂取量及び脂質エネルギ-比率を比較すると,

1960年から1970年では脂質の増加に伴い死亡率

は増加した.しかし,1970年から1995年では脂

質摂取量が増加し,脂質エネルギ-比率は横ばい

であったが,虚血性心疾患年齢調整死亡率は大き

く減少した.1995年から2008年では脂質摂取量
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図3 食品群別脂質摂取寄与一率の年次推移

※成分表の改訂に伴う成分値a)変更 (1982年,2001年)

及び脂質エネルギ-比率の減少がほとんどみられ

ない一方,虚血性心疾患年齢調整死亡率は大きく
減少し続けた.性別 ･年齢階級別に一人1日当た

り脂質摂取量の年次推移 (1989年-2008年)を

検討した結果,男女間で毎年 iOg程度の差はある

ものの平行に推移しており,各年齢階級間でも年

次推移に大きな違いは見られなかった (結果の詳

細は示していない).

図3に1975年から2008年における肉類,油脂

類,魚介類,乳類,卵類,及び調味料類の食品群別

脂質摂取寄与率の年次推移を示す.肉類及び油脂

類による脂質摂取への寄与率が観察期間を通じて

高く (油脂類 :300/0,肉類 :27% ;1975年-

1979年),油脂類による寄与率は1978年の30%

から2008年の18%へと減少している.肉類によ

る寄与率は,期間を適 して漸増の傾向にあり,

2001年以降はそれまで寄与率が最も高かった油

脂類を抜いた.魚介類,乳類による寄与率は期間

を通じて横ばい,卵業削こよる寄与率は漸減,調味

料類は2001年以降増加傾向を示した,それぞれ

の食品群による寄与率は,1982年,2001年の成分

表の改訂による成分値の変更,及びそれに伴う食

品群分類変更があり大きく変動した.食品群別脂

質摂取寄与率の推移と虚血性心疾患年齢調整死亡

率の推移を比較すると,油脂類だけが虚血性心疾

患年齢調整死亡率とほぼ同時期 (1970年代後半

から2005年)に減少が見られた.
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考 察

本研究の結果,1960年から1970年にかけて脂

質摂取遍の増加に伴い虚血性心疾患が増加したも

のの,以降は脂質摂取量が増加の穣ほぼ横ばいと

なる一方,虚血性心疾患は減少し続けていること

が明らかになった､また,油脂類による脂質への

寄与率の減少に伴って虚血性心疾患も減少してい

た.

虚血性心疾患年齢調整死亡率が 1995年に著増

したのは,ICD-10の適用に伴って死亡診断書様

式が改正され言疾患の終末期の状態 としての心

不全,呼吸不全等は書かないでください｣と注意

が促されたためである.したがって,ICD-lo遇

用による影響を除くと,1970年から虚血性心疾患
による死亡率は減少傾向にあると言える∴一九五

日当たり脂質摂取墨の推移及び虚血性心疾患i摘令

調整死亡率の推移より,旦960年から1970年にお

ける脂質摂取量の増加と平行して同時期に虚血性

心疾患死亡率も増加した.ところが,1970年以降

脂質摂取巌は 1995年まで増加 した一方,虚血性

心疾患は減少し続けた.また,1995以降の虚血性

心疾患の減少の大きさに比して脂質摂取量の減少

の幅は相対的に小さい.したがって,脂質摂取量

の推移は虚血性心疾患年齢調整死亡率の増減を説

明することは難しいと考えられる.

2010年版日本人のための食事摂取基準策定の

根拠のひとつとして取り上げられている,アメリ

カ人女性を対象とした大規模コホ- 卜研究でも脂

質摂取量そのものと冠動脈 疾 患の確恩率の直接的

な関連は認められていない9).また,日本人にお

ける虚血性心疾患死亡率の減少は,1965年から

1990年の血圧 レベルの低下及び喫煙率の低下に

よると説明している報告もあり10),脂質摂取の

総量のみにより虚血性心疾患死亡率を説明するこ

とは難しい.

食品群別脂質摂取寄与一挙については,食品類別

荷重平均成分表の変更や四訂成分表から五訂成分

表への変更を考慮すると,油脂類は減少傾向,肉

類及び調味料類は漸増傾向,魚介類,乳類,卵類

は横ばい状態であると言える.食品群別脂質摂取

寄与率と虚血性心疾患年齢調整死亡率を比較する

と,脂質摂取寄与率の高い油脂類が 1975年から

2008年まで 10ポイント程度減少 しているのと同

時期に虚血性心疾患年齢調整死亡率も減少してい

る.また,日本人におけるトランス脂肪酸の摂取

量を推定した研究では,油脂幾によるトランス脂

肪酸摂取量への寄与は男性で1番,女性で3番員
であったと報菖 されている 11).このことから油

脂類は トランス脂肪酸を相対的に多く含むため,

1975年から2008年の油脂類の減少と虚血性心疾

患年齢調整死亡率の減少とが同時期に推移した可

能性がある.

本研究の限界として以下の二点が挙げられる.

-鳥目は,虚血性心疾患の死亡率も脂質摂取遍も

集団における推移を比較した研究であるため,直

接的な因果関係の評価はできないことである.二

慮目に,トランス脂肪酸の推移を観察していない

ことである.現時点において トランス脂肪酸は日

本食品脂肪酸成分表に収載されていないため12),

国内におけるトランス脂肪酸の摂取量と虚血性心

疾患の関係についての疫学研究は制約されてお

り,今後,整備されることが期待される.

結 論

虚血性心疾患年齢調整死亡率の推移の,総脂質

摂取量による説明は困難であった∴ 山九 油脂類

摂取と虚血性心疾患発症との関連が示唆された.

油脂類はトランス脂肪酸摂取の主要な供給源であ

る可能性があり,今後,日本人の トランス脂肪酸

を含む油脂類の摂取屋と虚血性心疾患の直接的な

因果関係をコホ- 卜研究などで検証する必要があ

る.
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